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フローラルプレイス

ソーセージ

野鳥

日頃の感謝の気持ちを込めて、
１枚で市民２人まで入園できる市
民特別入園券を掲載します。休園
日を確認の上、３月３１日掌までに
利用してください。（毎週昇の休園
日に加え、１月１６日昌・１７日昭は
臨時休園となります）
デンパークでは、上記フラワー

ショーのほか、１月２日昌～６日
掌に「デンパーク新春イベント」、
３月１６日松から「フラワーフェス
ティバル」を開催します。
花と緑と楽しさあふれるデンパ

ークへ、ぜひお越しください。

過

本券１枚で２人まで１回限り入園できます
有効期限：平成２５年３月３１日掌

※休園日獅火曜日、１月１６日昌・１７日昭

＊＊安城産業文化公園デンパーク＊＊

開園１５周年記念
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ト
リ
セ
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デンパーク市民特別入園券
を利用してください

け
て
自
生
す
る
種
類
で
、
１
９
７
９

年
に
初
め
て
日
本
に
入
っ
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
ま
だ
非
常
に
珍
し
い
も

の
で
す
。
今
回
は
、
高
さ

メ
ー
ト

２．５

ル
の
黄
金
ツ
バ
キ
５
株
と
、
そ
の
周

り
を
黄
金
ツ
バ
キ
交
配
種
で
彩
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

展
示
の
ほ
か
に
、
黄
金
ツ
バ
キ
交
配

種
の
一
つ
、「
初
黄
」の
花
付
き
苗
を

し
ょ
こ
う

特
別
販
売
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

春
模
様
も
も
う
す
ぐ

１
月

日
松
～
３
月

日
捷
は
、

１９

２５

「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
」を

開
催
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
は
じ
め
、

フ
リ
ー
ジ
ア
な
ど
春
の
花
が
、
一
足

早
く
フ
ロ
ー
ラ
ル
プ
レ
イ
ス
で
咲
き

誇
り
ま
す
よ
。
こ
ち
ら
も
お
楽
し
み

に
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
年

回
以
上

１０

花
の
大
温
室
フ
ロ
ー
ラ
ル
プ
レ
イ

ス
で
は
、
全
て
鉢
植
え
の
ま
ま
植
え

込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
季
節
の

花
を
常
に
美
し
い
状
態
で
見
て
い
た

だ
く
た
め
。
こ
の
手
法
で
、
年

回
１０

以
上
、
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
て
、
来
園

し
た
人
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
の
が

こ
だ
わ
り
で
す
。

月
は
ク
リ
ス
マ
ス
一
色
だ
っ
た

１２
フ
ロ
ー
ラ
ル
プ
レ
イ
ス
。
１
月
２
日

昌
～

日
抄
の「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
フ

１４

ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
」で
は
、
ウ
メ
、
シ

ン
ビ
ジ
ウ
ム
、
ス
イ
セ
ン
な

ど
を
使
い
、
お
正
月
の
雰
囲

気
に
一
変
さ
せ
ま
す
。

新
年
は
黄
金
ツ
バ
キ
で

注
目
は
、
開
園

周
年
特

１５

別
展
示
の
黄
金
ツ
バ
キ
。
普

段
見
ら
れ
る
赤
や
桃
、
白
の

ツ
バ
キ
と
違
い
、
ま
る
で
ろ

う
細
工
の
よ
う
な
艶
の
あ
る

濃
い
黄
色
が
特
徴
で
す
。
中

国
南
部
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に
か
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長長澤さ長澤さんん（左）（左）と小島さん「花の魅力をお伝えしますと小島さん「花の魅力をお伝えします」」

■問諮デンパーク（緯〈９２〉７１１１）

緑
地
係

長
澤
亜
紀
子
さ
ん
、

あ

き

こ

小
島
あ
ゆ
み
さ
ん
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利用上のご注意 ２０１２年度〈開園１５周年記念〉
・市内在住の人のみ使用できます
・本券の払い戻し、再発行はできません
・本券の転売は禁止します
・コピーやウェブサイトで印刷したものは利用できません
・入園後にいったん退園した場合は再入園できません

利用人数 □１人 □２人
҆ࢢɾআ҆ࢢۀৼڠڵձ

問い合わせ
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世
界
コ
ン
テ
ス
ト
で
受
賞

平
成

年
、
デ
ン
パ
ー
ク
の
ソ
ー

２４

セ
ー
ジ
を
、「
Ｄ
Ｌ
Ｇ（
ド
イ
ツ
農
業

協
会
）２
０
１
２
」と
い
う
世
界
コ
ン

テ
ス
ト
へ
出
品
し
ま
し
た
。
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
、
マ
イ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ

る
ド
イ
ツ
の
審
査
員
が
、
色
・
風
味・

食
感
な
ど

項
目
に
お
よ
ぶ
基
準
に

５０

つ
い
て
厳
し
く
審
査
。
出
品
し
た

「
ブ
ラ
ー
ト
・
ヴ
ル
ス
ト
フ
ラ
ン
ク
」

が
金
賞
を
、「
荒
挽
き
ソ
ー
セ
ー
ジ
」

が
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

お
す
す
め
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
た
ち

こ
だ
わ
り
は
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
食
感
。

食
べ
た
と
き
に
、
皮
が
パ
リ
ッ
と
し
、

肉
汁
が
あ
ふ
れ
る
感
覚
が
自
慢
で
す
。

「
ブ
ラ
ー
ト
・
ヴ
ル
ス
ト
フ
ラ
ン

ク
」は
、
厳
選
し
た
国
産
豚
の
挽
き

肉
を
使
用
し
、
ス
パ
イ
ス
は
、
ド
イ

ツ
か
ら
直
輸
入
。
彩
り
に
パ
セ
リ
も

入
れ
て
い
ま
す
。
天
然
の
豚
腸
を
使

い
、
手
作
業
で
詰
め
て
い
き
ま
す
。

「
荒
挽
き
ソ
ー
セ
ー
ジ
」の
特
徴
は
、

天
然
の
桜
チ
ッ
プ
を
使
っ
た
ス
モ
ー

ク
で
の
風
味
づ
け
。
こ
ち
ら
は
、
羊

腸
を
使
っ
て
い
ま
す
の
で
、
細
長
い

も
の
と
な
り
ま
す
。

自
信
を
持
っ
て
提
供
し
ま
す

デ
ン
パ
ー
ク
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
、

か
ね
て
よ
り
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
で
開
催
す
る
コ

ン
テ
ス
ト
が
、
今
年
東
京
で
開
催
さ

れ
る
と
聞
き
、「
デ
ン
パ
ー
ク
の
ソ
ー

セ
ー
ジ
を
、
本
場
ド
イ
ツ
の
人
が
ど

の
よ
う
な
評
価
を
す
る
の
か
」と
の

思
い
で
出
品
し
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス

ト
で
と
て
も
よ
い
賞
を
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
、
さ
ら
に
自
信
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

ソ
ー
セ
ー
ジ
は
、
園
内
で
食
べ
て

丸丸山さん（右）「ソーセージは折り紙つきです丸山さん（右）「ソーセージは折り紙つきです」」

ソーセージソーセージはは１５種類の１５種類の品品揃え揃え

デ
キ
タ
ッ
テ
・
ト
レ
タ
ッ
テ

丸
山
公
房
さ
ん
、
鈴
木

き
み
ふ
さ

友
子
さ

と
も
こ

ん

も
、
持
ち
帰
っ

て
家
で
食
べ
て

も
、
も
ち
ろ
ん
、

お
土
産
に
も
お

す
す
め
。
デ
ン

パ
ー
ク
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
販
売

し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
試

し
く
だ
さ
い
。

園園内ではパンに挟んで販園内ではパンに挟んで販売売

■問諮デンパーク（緯〈９２〉７１１１）

キ
、
ム
ギ
マ
キ
、
ア
オ
ジ
な
ど
、
渡

り
鳥
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
冬
は
、

ヒ
ガ
ラ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ

ラ
な
ど
カ
ラ
類
の
ほ
か
、
メ
ジ
ロ
、

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
、
シ
メ
な
ど
。
オ
ナ

ガ
カ
モ
、
カ
ル
ガ
モ
、
コ
ガ
モ
な
ど

は
池
に
集
ま
っ
て

き
ま
す
。
先
ほ
ど
、

園
内
で
初
め
て
ア

カ
ゲ
ラ
を
見
ま
し

た
よ
。

野
鳥
を
見
る
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
は
、

木
陰
の
ギ
ボ
ウ
シ

園
、
水
生
植
物
の

池
と
藤
棚
、
不
思

議
の
森（
鉄
砲
山
）、

グ
ラ
ス
ウ
オ
ー
ク

に
ム
ー
ン
ラ
イ
ト

ウ
オ
ー
ク
が
お
す

す
め
。
耳
を
澄
ま

す
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
鳥
の
鳴
き
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

ブ
ロ
グ
で
魅
力
を
発
信

私
は
、
デ
ン
パ
ー
ク
の
地
ビ
ー
ル

醸
造
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
時
間

が
あ
れ
ば
、
園
内
の
い
た
る
と
こ
ろ

を
歩
き
、
そ
の
隠
れ
た
魅
力
を
ブ
ロ

グ（
デ
ン
ビ
ー
ル
日
記
）で
発
信
し
て

い
ま
す
。

野
鳥
観
察
に
適
し
て
い
ま
す

皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
の
は
、
デ

ン
パ
ー
ク
に
飛
来
す
る
鳥
で
す
。
デ

ン
パ
ー
ク
に
は
、
多
く
の
鳥
が
や
っ

て
来
ま
す
。
理
由
は
、
園
内
に
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
、
数
多
く
の
木
と
水
辺

が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
里

山
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る
の
で
す
。

近
く
に
、
鳥
の
脅
威
と
な
る
よ
う
な

外
敵
が
あ
ま
り
い
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

一
方
で
、
園
内
は
通
路
が
整
備
さ

れ
て
い
て
、
本
来
の
里
山
の
よ
う
な

入
り
づ
ら
さ
、
歩
き
づ
ら
さ
が
あ
り

ま
せ
ん
。
簡
単
に
鳥
の
姿
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
観
察
に
も

適
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

季
節
の
鳥
と
観
察
ス
ポ
ッ
ト

春
や
秋
は
、
オ
オ
ル
リ
、
キ
ビ
タ
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取材取材中中、、ヤマガラが目の前ヤマガラが目の前にに

福島さん「多くの種類の鳥がやって来ます福島さん「多くの種類の鳥がやって来ます」」

地
ビ
ー
ル
工
房

福
島
功
人
さ

よ
し
ひ
と

ん

時
に
は
、
目
の
前
に
鳥
が
や
っ
て
く

る
こ
と
も
。

風
の
強
い
日
、
人
が
多
い
と
き
を

除
け
ば
、
時
間
は
特
に
気
に
し
な
く

て
も
、
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
逆
に
、
来
園
し
た
人
が

鳥
に
気
づ
か
な
い
こ
と
も
多
い
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
鳥
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
気

を
取
ら
れ
て
、
近
く
の
珍
し
い
鳥
に

気
が
付
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

花
が
メ
イ
ン
の
デ
ン
パ
ー
ク
で
す

が
、
ち
ょ
っ
と
見
方
を
変
え
て
、
バ

ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
む
の
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。
時
が
ゆ
っ
く
り

流
れ
る
中
、
鳥
た
ち
を
観
察
す
る
の

も
面
白
い
で
す
よ
。

おおすすめの野鳥観察スポッおすすめの野鳥観察スポットト

カワウやカワセミなども見られましカワウやカワセミなども見られましたた

カワカワララヒヒワもいまワもいますす


